
【作り方】
①新玉ねぎの薄い皮を取り半分に
切る。半分をスライスする。
②中玉トマト2個のヘタを取り、く
し形で四分の一にカットする。
③器に盛り付け、かいわれ大根を
青みに少しちらす。
④かつお節をふりかける。
⑤ポン酢にお好みでマスタードを
溶かして回しかける。

産品クッキング  【新玉ねぎとトマトの血液サラサラダ】産品クッキング  【新玉ねぎとトマトの血液サラサラダ】
～地元の素材を生かしたお手軽レシピを広報ボランティアの櫻井さんが独自の視点で紹介～～地元の素材を生かしたお手軽レシピを広報ボランティアの櫻井さんが独自の視点で紹介～

　かつお節がほどけたときの風味と新玉ねぎ
の爽やかな食感、果物のような甘さのトマト
が何ともいえません。たれにマスタードを加
えることでフルーティーなポン酢にピリリと
アクセントが効いていました。

※レシピ提供・取材協力　あんずの里市利用組合

※紹介する材料は時期や
時間によって買えない
場合があります

新玉ねぎの葉の部分は深ねぎのようにすき焼きに
使ってもOK！生産者の真心が込められたトマトは

4～6月がおいしく、水を与え過ぎずに育てることで甘みを引き出しています。

ＴＯＷＮ　ＴＯＰＩＣＳ

まちの話題

▲市長、教育長、校長が協定書に調印しました

　
「
福
津
市
と
福
岡
県
立
光
陵
高

等
学
校
と
の
連
携
協
力
に
関
す
る

基
本
協
定
書
」の
締
結
式
を
、２
月

26
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、今
ま
で
個
別
に

行
っ
て
き
た
連
携
を
継
続
さ
せ
る

こ
と
が
目
的
。光
陵
高
校
の
溝
田

校
長
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

探
究
活
動
な
ど
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
た
り
、部
活
動
な
ど
で
市
に
貢

献
し
た
り
で
き
る
こ
と
が
多
く
あ

る
の
で
は
」と
話
し
ま
し
た
。

▲環境活動の自治について話す瀬戸さん（右）

ふ
く
つ
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
自
然
保
全
活
動
の
自
治
」を
テ
ー
マ
に
し
た

ふ
く
つ
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、３
月
７
日
に

ふ
く
と
ぴ
あ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
で
は「
山
結
び
」と
い
う
自
然
環
境
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｏ
Ｍ

Ａ
の
瀬
戸
昌
宣
さ
ん
と
三
反
田
潤
さ
ん
が
登
壇

し
、環
境
活
動
の
自
治
な
ど
に
つ
い
て
、市
う
み

が
め
課
職
員
と
議
論
を
展
開
。「
山
結
び
の
参
加

者
に
と
っ
て
宮
地
山
は
自
分
の
山
。そ
の
よ
う

に
当
事
者
意
識
を
持
た
な
け
れ
ば
活
動
は
続
か

な
い
」と
い
っ
た
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
参
加
者
の
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
を

行
い
、福
津
の
未
来
を
と
も
に
考
え
ま
し
た
。

環
境
活
動
の
当
事
者
意
識
を

▲カードゲームの説明をする福岡工業大学の学生

　
福
岡
工
業
大
学
の
学
生
に
よ
る「
地
域
創
生

Ｐ
Ｂ
Ｌ
」現
地
報
告
会
を
、２
月
10
日
に
市
立

図
書
館
で
開
催
し
ま
し
た
。地
域
創
生
Ｐ
Ｂ
Ｌ

と
は
、地
方
創
生
の
現
状
を
現
地
で
学
び
、課

題
解
決
に
向
け
た
企
画
を
立
案
す
る
実
践
型

の
授
業
で
す
。今
年
度
は
４
グ
ル
ー
プ
が
福
間

地
域・福
間
南
地
域
の
課
題
解
決
策
を
立
案
し

ま
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が

ら
防
災
を
学
べ
る
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
企
画
や
、

地
域
活
動
に
参
加
し
や
す
い
仕
組
み
作
り
、

e
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
交
流
な
ど
、学
生
な

ら
で
は
の
視
点
が
光
る
内
容
が
並
び
ま
し
た
。

「
地
域
創
生
Ｐ
Ｂ
Ｌ
」現
地
報
告
会

新
し
い
地
域
自
治
へ
の
挑
戦

第
10
回
ふ
く
つ
の
古
墳
ま
つ
り

　
第
10
回
ふ
く
つ
の
古
墳
ま
つ
り

が
、３
月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。新
原
・
奴
山
古
墳
群
に
は
菜
の

花
が
咲
き
乱
れ
、古
墳
群
を
巡
る
ミ

ニ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
ク
イ
ズ
大
会
で

楽
し
み
な
が
ら
知
識
を
深
め
た
り
、

シ
ャ
ボ
ン
玉
シ
ョ
ー
や
和
太
鼓
の
演

奏
が
行
わ
れ
た
り
と
、大
に
ぎ
わ
い
。

　
一
般
社
団
法
人
ふ
く
つ
観
光
協

会
の
増
田
美
佐
子
さ
ん
は「
天
気
も

良
く
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ

て
良
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

菜
の
花
咲
き
乱
れ
る
古
墳
会
場
が
大
盛
況

WEBやSNSで
情報発信中です！　　市公式フェイスブック

https://m.facebook.com/fukutsu.city
　　市公式 LINE
LINE ID @975lauty

　　市公式インスタグラム
https://www.instagram.com/fukutsucity/

市
と
光
陵
高
校
と
の
連
携
協
定

市
と
光
陵
高
校
の
長
期
的
な
協
力
関
係
へ

▲古墳をバックにしたシャボン玉ショー

林
野
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

▲放水訓練を行う消防団員

　
春
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環

と
し
て
、３
月
１
日
に
林
野
火

災
防
ぎ
ょ
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。訓
練
は
、山
林
か
ら
の
出
火

が
広
範
囲
に
延
焼
す
る
事
態
を

想
定
し
、午
前
と
午
後
の
２
回

に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。

　
午
前
は
福
津
市・宗
像
市
の

両
消
防
団
と
宗
像
地
区
消
防
本

林
野
火
災
へ
の
迅
速
な
対
応
の
た
め
に

部
が
合
同
で
許
斐
山
登
山
口
周

辺
、午
後
は
福
津
市
消
防
団
と

宗
像
地
区
消
防
本
部
が
合
同
で

本
木
の
三
築
区
池
周
辺
で
実
施

し
ま
し
た
。

　
午
後
の
部
で
は
、福
津
市
消

防
団
か
ら
７
つ
の
分
団
が
、た

め
池
や
防
火
水
槽
か
ら
水
を
く

み
上
げ
、ポ
ン
プ
車
で
中
継
し

な
が
ら
送
水

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、持

ち
運
び
可
能

な
小
型
ポ
ン

プ
を
使
い
、

火
の
発
生
地

点
へ
放
水
す

る
ま
で
の
一

連
の
動
作
を

本
番
さ
な
が

ら
の
緊
張
感

の
中
で
確
認
。

日
々
の
訓
練

の
成
果
や
、

各
機
関
の
連

携
を
確
認
す

る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま

し
た
。

▲協定に基づき４者の専門性と立場を生かします

　
市
、
県
、
福
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
日
本

ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
４
者
は
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め
る
環
境
を

作
る
た
め
、
２
月
１
日
に
連
携
協
定
を
結
び

ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
指
導
者
の
質
の
確
保
を
個

人
の
善
意
や
努
力
に
委
ね
る
の
で
は
な
く
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
認
め
る
公
認
資
格
を

基
準
と
し
て
保
証
す
る
全
国
初
の
仕
組
み
で

す
。
４
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
生
か
し
、

講
習
の
準
備
や
制
度
作
り
を
進
め
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
ら
れ
る

環
境
を
目
指
し
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
整
備
に
向
け
た
連
携
協
定

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
質
の
確
保
へ

さ
ん
ち
く


